
 

 

 

 

 

 

    発行所：米子市子ども会連合会  米子市東町 161-2 米子市教育委員会生涯学習課内    

 

子ども会リーダー育成研修「キャンプ」 
6 月１４日（土）～１５日（日） ところ：旧日新小学校 

 

【６月１４日（土） 第１日目】 

絶好
ぜっこう

のキャンプ日和
びより

、大
おお

きな荷物
にもつ

を持
も

ってやってくる子
こ

ども達
たち

は、

わくわくの様子
ようす

でした。 

開会
かいかい

式後
しきご

は、テント張
は

り。お互
たが

いが 協 力
きょうりょく

している班
はん

、見
み

よう見
み

ま

ねで進
すす

めている班
はん

、どの班
はん

も校庭
こうてい

に何
なん

とかテントを張
は

り終
お

え、昼 食
ちゅうしょく

の飯
はん

ごう炊飯
すいはん

と豚
ぶた

汁
じる

づくりへ。かまどを作
つく

った後
あと

、火
ひ

おこし、まき割
わ

りに悪戦苦闘
あくせんくとう

、時間
じかん

もかなりオーバーしましたが、何
なん

とか 昼 食
ちゅうしょく

がで

きました。 

夕 食
ゆうしょく

は班
はん

ごとに献立
こんだて

を決
き

め、買
か

い物
もの

をして、それぞれ趣向
しゅこう

をこ

らして作
つく

りました。このときには 協 力
きょうりょく

体制
たいせい

もでき、ゆとりタイム

を生
う

み出
だ

すこともできました。 

夜
よる

には、キャンプファイヤー。火
ひ

の神
かみ

登 場
とうじょう

から始
はじ

まり、動
うご

き回
まわ

る

レクリエーションでおおいに笑
わら

い、静
しず

かに眼
め

を閉
と

じ一日
いちにち

を振
ふ

り返
かえ

り

ました。 

しかし、その後
ご

、静
しず

かに眠
ねむ

りにつくことはなく、深夜
しんや

まで興奮
こうふん

冷
さ

めや らず・・・ 

 

【６月１５日（日） 第２日目】 

起床
きしょう

時刻
じこく

は６時
じ

でしたが、それよりもずいぶん早
はや

くから 

起
お

き出
だ

す子
こ

どもたち・・・ 

朝 食
ちょうしょく

のカートンドッグをいろいろに焼
や

き上
あ

げ、食
た

べた 

後
あと

はテントの片付
かたづ

け。終
お

えた班
はん

がまだの班
はん

を手伝
てつだ

ってい 

る 姿
すがた

も見
み

られました。 

郷土
きょうど

学 習
がくしゅう

では、それぞれの班
はん

が話
はな

し合
あ

いをしながら、

模造紙
も ぞ う し

に書
か

き入
い

れていきました。 

これから先
さき

、郷土
きょうど

学 習
がくしゅう

、芸能
げいのう

練 習
れんしゅう

を 行
おこな

いますが、助
たす

け

合
あ

い、 協 力
きょうりょく

し合
あ

って、すばらしいものができそうです。 

ちょっと成 長
せいちょう

できたキャンプ体験
たいけん

は、今後
こんご

の活動
かつどう

、人生
じんせい

に

いただきまーす！ 
できたかな？ 



住吉地区旗ヶ崎２区子ども
会 

 会員数 ８８人 

 地域の経験豊富な諸先輩方の知恵とお力をご伝

授いただき、肌で感じ、心の栄養になるような活

動を通して、自己肯定のできる人間形成をめざし

ています。 

 

【主な活動】 

さつまいもの苗植え、草取り、芋ほり、資源物回

収、ラジオ体操、そうめん流し、地区プール利用、

公民館祭への作品出店、高齢者宅訪問、もちつき、

６年生を送る会 

協賛事業 

「町内巡回」「校区民運動会・応援合戦」「防災訓

練」 

おいてもプラスになること間違
まちが

いない活動
かつどう

になったと思
おも

います。       （大塚、宮川 記） 

                              

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優良子ども会紹介 
 平成 19年度優良子ども会の中で、平成 20年 3月 9日に児童文化センターで行った表彰式で発表いた

だいた子ども会の活動を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （水浜、吉岡子ども会の紹介は、次号、次々号に掲載します） 

平成２０年度市子連前期育成者研修会 
６月８日（日）児童文化センターにて、平成２０年度市子連前期育成者研修会を開催し、

米子市各地区から約７０人の育成者に参加していただきました。 

発表者の安部悟さん（春日地区地域支援会長）による『めざせ！子どもの手による子ども

会』と題した報告は、「育成者の役割」「単位子ども会の運営方法」「活動の目的、目標」「共

育(ともそだち)」等の内容で、「子どもへの思い」「子ども会のあるべき方向性」「子どもの自主

性」など多くの事を考えさせられるものでした。 

その後、一班７～８人で「共育」をテーマにグループ討議をし 

ました。「親が忙しくて参加できない」「子どもがスポ少、習い事 

で参加できない」などの意見が出される中、「子どもに話を聞く 

と、意外とあれもしたい、これもしたいと言い出しますよ。」と 

の意見もあり、行事をする中で子ども達の手で企画、実行できる 

ように仕向けていったらどうかということを話し合いました。 

みんな自分の子どもはかわいいです。自分の子をよくするには周りの子を良くしなければ

なりません。『お互い認め合い、助け合い、手を取り合う』そんな子ども会活動を通じて、

親も子も共にいきいきと育っていきたいものですね。 

（宮川 記） 

 

加茂地区３区子ども会 
 会員数 ６人 

 全員参加で、おとなも子どもも楽しめる行事をめ

ざしています。中でも、恒例となっているお泊まり

会は、今年で８年目となります。また、加茂子連の

活動にも参加し、キャンプ、クリスマスパーティー、

科学実験教室等の参加を募るポスター作り、行事の

企画、ジュニア新聞の作成等にも関わり、活動の場

を広げています。 

 

【主な活動】 

ボウリング大会、ラジオ体操、お泊まり会、クリス

マス会、歓送迎会、加茂子連行事への参加 

活発なグループ討議をする参加者 


